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上
期
実
績
の
報
告
に
つ
い
て

　

本
年
度
、
全
国
の
生
乳
生
産
は
、
生
産

基
盤
強
化
対
策
に
よ
り
１
０
２
％
台
と
３

年
連
続
の
増
産
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
業
務
用
を
中
心
と

し
た
需
要
減
退
で
、
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー

在
庫
が
過
去
最
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
乳
業
メ
ー
カ
ー
は
、
学
校
給
食
牛

乳
の
供
給
が
停
止
と
な
る
年
末
年
始
・
年

度
末
の
需
給
状
況
に
お
い
て
、
例
年
に
な

く
緩
和
す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
状
況
次

第
で
は
、
処
理
不
可
能
乳
が
発
生
す
る
恐

れ
が
高
ま
る
と
見
通
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
当
初
か
ら
、
配
合
飼

料
価
格
は
、
中
国
を
中
心
と
し
た
穀
物
需

要
の
増
加
に
よ
り
高
騰
を
続
け
、
粗
飼
料

も
海
上
運
賃
の
大
幅
な
値
上
げ
に
よ
り
高

騰
し
、
飼
料
価
格
は
高
止
ま
り
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
に
な
り
、
酪
農
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
急
激
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
治
療
薬
は
開
発
途
上
で
あ
り
、
引
き

続
き
感
染
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
発
生
す
る
自
然
災
害
に

よ
る
酪
農
産
業
へ
の
災
害
と
損
失
に
対

し
、
継
続
し
て
リ
ス
ク
回
避
、
減
災
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
組
合
の
生
乳
生
産
は
大
型
農
家
の
規

模
拡
大
は
一
服
し
、
上
期
４
戸
の
廃
業
に

も
係
わ
ら
ず
、
生
乳
生
産
は
前
年
比
99
・

２
％
計
画
比
１
０
２
・
８
％
で
堅
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

今
夏
は
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
降
雨
が
多

く
、
８
月
は
平
年
に
比
べ
気
温
が
低
く
一

時
生
乳
生
産
は
回
復
し
た
も
の
の
、
９
月

の
残
暑
が
厳
し
く
前
年
に
比
べ
生
乳
生
産

は
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

下
期
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
乳
質
改
善

に
取
り
組
み
今
年
度
事
業
計
画

　

○
生
乳
生
産
量　
　

９
５
，５
０
０
ｔ

　

○
購
買
取
扱
数
量　

６
６
，５
０
０
ｔ

　

○
流
通
取
扱
数
量　
　

９
，１
０
０
頭

の
達
成
に
向
け
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
り
事
業
展

開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
に
上
期
の
事
業
実
績
の
概
要
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

１
．販
売
事
業

　

生
乳
取
扱
計
画
数
量
は
、
９
５
，

５
０
０
ｔ
に
対
し
、
上
期
実
績
は
４
８
，

８
６
８
ｔ
（
進
捗
率
51
・
２
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

生
乳
販
売
高
は
、
補
給
金
を
含
め

57
億
７
，０
３
１
万
円
で
し
た
。
基
本

乳
価
は
昨
年
上
期
と
比
較
し
て
０
・
47

円
／
㎏
減
と
な
り
ま
し
た
。
年
間
利
益

令和３年度上期事業実績
（単位：円、※は税引前当期利益）

収　　益 費　　用 利　　益 損益年間計画 計画比（％）
販 売 事 業 554,135,455 355,023,841 199,111,614 363,294,000 54.8

購 買 事 業 2,155,671,466 2,107,867,899 47,803,567 92,000,000 52.0

乳 牛 流 通 事 業 1,177,031,989 1,162,290,804 14,741,185 33,610,000 43.9

育 成 牧 場 事 業 10,726,918 10,374,616 352,302 363,000 97.1

生 産 支 援 事 業 29,484,135 29,071,928 412,207 △ 1,840,000 22.4

農 地 供 給 事 業 294,782 278,280 16,502 35,402 46.6

酪 農 ヘ ル パ ー 事 業 48,284,600 46,520,776 1,763,824 1,177,050 149.9

改 良 登 録 事 業 3,755,164 2,475,618 1,279,546 2,880,000 44.4

凍 結 精 液 事 業 42,472,095 39,682,284 2,789,811 8,980,000 31.1

牛 群 検 定 事 業 17,064,650 16,119,802 944,848 3,057,000 30.9

診 療 事 業 68,427,450 55,882,506 12,544,944 28,510,000 44.0

受 精 卵 移 植 事 業 21,972,915 19,602,380 2,370,535 3,850,000 61.6

経 営 支 援 事 業 260,200 260,200 0 0

事 業 管 理 費 239,343,915 △ 239,343,915 △ 517,310,400 46.3

そ の 他 29,174,947 8,241,017 20,933,930 20,600,000 101.6

合　　　計 4,158,756,766 4,093,035,866 ※ 65,720,900 ※ 39,206,052 167.6
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計
画
３
億
６
，３
２
９
万
円
に
対
し
、

１
億
９
，９
１
１
万
円（
計
画
比
54
・
８
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

２
．購
買
事
業

　

購
買
取
扱
計
画
数
量
は
、
６
６
，

５
０
０
ｔ
、
供
給
高
38
億
８
，５
０
０
万

円
に
対
し
、
上
期
実
績
は
数
量
で
３
３
，

１
４
３
ｔ
（
計
画
比
49
・
８
％
）、
供

給
高
で
21
億
３
，１
５
７
万
円
（
計
画
比

54
・
９
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
益
は
年
間
計
画
９
，２
０
０
万
円
に

対
し
、
４
，７
８
０
万
円
（
計
画
比
52
・

０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．流
通
・
育
成
牧
場
事
業

　

流
通
取
扱
計
画
頭
数
は
、
９
，１
０
０

頭
、
金
額
で
21
億
１
，４
７
７
万
円
に

対
し
、
頭
数
で
４
，３
９
８
頭
（
計
画
比

48
・
３
％
）、
金
額
で
11
億
７
，０
８
７
万

円
（
計
画
比
55
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

年
間
利
益
計
画
３
，３
６
１
万
円
に
対
し

１
，４
７
４
万
円
（
計
画
比
43
・
９
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

育
成
牧
場
事
業
は
、
年
間
利
益
計
画
は

36
万
円
に
対
し
35
万
円
（
計
画
比
97
・

１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

４
．生
産
支
援
事
業

　

生
産
支
援
事
業
収
入
の
主
体
は
、
戸
数

割
・
乳
量
割
賦
課
金
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
営
農
改
善
事
業
収
入
を
含
め
た
上
期
収

入
合
計
は
、
２
，９
４
８
万
円
（
計
画
比

35
・
９
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
と
し
て
は
、
各
活
動
組
織
へ
の

助
成
や
負
担
金
な
ど
の
組
織
活
動
費
が

５
３
２
万
円
（
計
画
比
54
・
４
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

営
農
改
善
事
業
費
は
２
，３
５
９
万

円
、
う
ち
乳
質
改
善
費
７
１
８
万
円
、
自

家
生
産
牛
助
成
７
８
１
万
円
、
搾
乳
牛
更

新
対
策
費
２
８
５
万
円
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業

対
策
費
３
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

費
用
合
計
は
、
２
，９
０
７
万
円
（
計

画
比
34
・
６
％
）
な
り
、
上
期
の
収
支
差

額
は
41
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

５
．農
地
供
給
事
業

　

年
間
利
益
計
画
に
対
し
、
46
・
６
％
の

進
捗
率
と
な
り
ま
し
た
。

６
．酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

利
用
組
合
員
は
１
６
１
戸
、
総
利
用
日

数
は
２
，４
６
３
・
０
日
で
一
戸
平
均
15
・

３
日
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

専
任
ヘ
ル
パ
ー
職
員
は
16
名
で
、
一
名

平
均
１
２
９
・
８
日
の
出
役
日
数
と
な
り

ま
し
た
。
臨
時
ヘ
ル
パ
ー
職
員
14
名
の
出

役
日
数
は
総
利
用
日
数
の
15
・
９
％
に
当

た
る
３
９
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
期
収
支
は
１
７
６
万
円
の
プ
ラ
ス
と

な
り
ま
し
た
。

７
．牛
群
検
定
事
業

　

牛
群
検
定
は
、
月
平
均
１
４
５
・
１
戸

（
計
画
比
52
・
９
％
）、検
定
頭
数
は
、６
，

４
８
８
・
５
頭
（
検
定
率
54
・
１
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
牛
群
検
定
事
業
の
差
引
利

益
94
万
円
（
計
画
比
30
・
９
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

８
．改
良
登
録
事
業

　

上
期
の
血
統
登
録
件
数
は
一
般
、
自
動

を
合
せ
て
７
８
０
件
、
移
動
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
検

査
・
再
交
付
等
は
１
０
２
件
、
上
期
の
件

数
８
８
２
件
（
計
画
比
42
・
８
％
）
と
な

り
ま
し
た
。
改
良
登
録
事
業
の
差
引
利
益

は
１
２
７
万
円
（
計
画
比
44
・
４
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

９
．凍
結
精
液
事
業

　

精
液
取
扱
本
数
は
、
１
０
，７
５
８
本

（
計
画
比
45
・
８
％
）、
そ
の
う
ち
乳
牛

選
別
精
液
１
，３
０
１
本
を
取
り
扱
い
ま

し
た
。
凍
結
精
液
事
業
の
差
引
利
益
は

２
７
８
万
円
（
計
画
比
31
・
１
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

10
．診
療
事
業

　

診
療
件
数
は
、
３
，９
１
２
件
（
計
画

比
52
・
１
％
）
で
し
た
。
差
引
利
益
は
直

売
薬
品
の
斡
旋
等
を
含
め
１
，２
５
４
万

円
（
計
画
比
44
・
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

11
．受
精
卵
移
植
事
業

　

受
精
卵
移
植
事
業
は
、
受
精
卵
移
植
件

数
２
１
７
件
で
、
差
引
利
益
は
受
精
卵
販

売
等
を
含
め
２
３
７
万
円
（
計
画
比
61
・

６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

12
．経
営
支
援
事
業

　

国
の
助
成
事
業
「
中
小
酪
農
経
営
等
生

産
基
盤
維
持
・
強
化
対
策
事
業
」「
畜
産
・

酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

（
機
械
導
入
事
業
）」「
畜
産
高
度
化
支
援

リ
ー
ス
事
業
」「
生
産
基
盤
拡
大
加
速
化

事
業
（
乳
用
牛
）」「
堆
肥
舎
等
長
寿
命
化

推
進
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

13
．経　

理

　

上
期
の
貸
出
金
残
高
は
、
証
書
貸
出
金

他
１
億
９
８
３
万
円
で
昨
年
度
同
期
に
比

べ
３
，７
４
３
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
利
益
計
画
３
７
０
万
円
に
対
し
、

差
引
利
益
１
７
２
万
円
（
計
画
比
46
・

５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

14
．事
業
管
理
費

　

本
年
度
計
画
５
億
１
，７
３
１
万
円
に

対
し
、
２
億
３
，９
３
４
万
円
（
計
画
比

46
・
３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
１
億
９
，０
６
５
万
円
（
計

画
比
49
・
５
％
）
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
３
年
度「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
」開
催

　

10
月
16
日
、
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
（
岡
山
県
酪
農

乳
業
協
会
主
催
）
が
、
岡
山
市
南
区
浦
安

本
町
（
公
財
）
岡
山
県
学
校
給
食
会
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

下
の
高
校
生
以
上
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
大
会
が
第
42
回
目
と
な
り
ま

す
。
応
募
作
品
数
は
６
２
９
点
（
昨
年
度

６
４
１
点
）
で
し
た
。

　

応
募
の
中
か
ら
、
９
月
22
日
の
書
類
審

査
で
選
考
さ
れ
た
10
名
の
内
、
９
名
（
１

名
欠
場
）
が
出
場
し
、
１
時
間
の
制
限
時

間
内
で
、
牛
乳
・
バ
タ
ー
・
生
ク
リ
ー

ム
・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
使
い
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
美
味
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
政
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

校
長　

政
木
信
昭
先
生
、
岡
山
県
学
校
給

食
会　

香
山
治
美
先
生
、
岡
山
県
栄
養
士

会　

春
名
美
智
子
先
生
、
岡
山
県
学
校
栄

養
士
会　

仲
村
み
ゆ
き
先
生
の
４
名
が
味

や
普
及
性
、
独
創
性
を
基
準
に
行
い
ま
し

た
。

　

厳
選
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
、

岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
２
年　

筈
尾

向
陽
さ
ん
の
『
ミ
ル
ク
あ
ん
か
け
海
鮮
か

た
焼
き
そ
ば
』、
優
秀
賞
は
、
岡
山
県
立

高
松
農
業
高
等
学
校
３
年　

槇
野
陽
南
さ

ん
の
『
鶏
む
ね
肉
の
ク
リ
ー
ミ
ー
挟
み
焼

き
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
ふ
た
り
は
、

11
月
20
日
の
中
国
大
会
へ
出
場
さ
れ
ま

す
。

（
事
務
局　

生
乳
課
）

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

岡
山
県
大
会
」
受
賞
者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

・
岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
２
年

筈
尾　

向
陽

　
　

ミ
ル
ク
あ
ん
か
け海

鮮
か
た
焼
き
そ
ば

優
秀
賞

・
岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
３
年

槇
野　

陽
南

　
　

鶏
む
ね
肉
の
ク
リ
ー
ミ
ー
挟
み
焼
き

優
良
賞

・
岡
山
県
立
倉
敷
鷲
羽
高
等
学
校
３
年

八
百
原
彩
花

　
　

ゆ
ず
こ
し
ょ
う
が
ピ
リ
ッ
と
き
い
た

　
　
　
　

チ
キ
ン
と
じ
ゃ
が
い
も
の

ク
リ
ー
ム
煮

・
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校
２
年

村
上　

桜
菜

　
　

豆
腐
と
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の

テ
リ
ー
ヌ

・
岡
山
県
立
瀬
戸
南
高
等
学
校
１
年

瓶
井　

芽
護

　
　

山
い
も
と
き
の
こ
グ
ラ
タ
ン

・
岡
山
県
立
興
陽
高
等
学
校
３
年

古
林　

里
歩

　
　

彩
り
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
パ
ン

・
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
２
年

近
藤
ゆ
ひ
の

　
　

エ
ビ
ク
リ
ー
ム
餃
子

・
岡
山
県
立
倉
敷
中
央
高
等
学
校
３
年

城
戸　

美
咲

　
　

ク
リ
ー
ミ
ー
和
風
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ

・
岡
山
県
立
津
山
高
等
学
校
１
年

武
田　

真
依

　
　

そ
ば
粉
ガ
レ
ッ
ト
風
夏
サ
ン
ド

受賞者の皆さんと審査員の先生方

岡山県立高松農業高等学校３年　槇野　陽南 岡山県立津山東高等学校２年　筈尾　向陽
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令
和
３
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
会
開
催

　
「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

と
題
し
て
、酪
農
・
乳
業
に
関
心
を
持
ち
、

牛
乳
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
夏
休

み
を
利
用
し
て
絵
画
を
募
集
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
岡
山
県
酪

農
乳
業
協
会
主
催
で
、
今
年
で
15
回
目
と

な
り
ま
す
。
県
下
の
小
学
校
・
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
、
応
募
総
数
４
，
３
８
７
点
も
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
10
月
５
日
、
岡
山
市
内
で

行
い
、
県
下
の
小
・
中
学
校
の
９
名
の
先

生
方
に
主
審
査
を
お
願
い
し
、
計
16
名
の

審
査
員
で
、
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
２

点
・
優
秀
賞
（
県
教
育
長
賞
）
９
点
・
優

良
賞
（
協
会
長
賞
）
34
点
・
入
選
１
８
１

点
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
年
ぶ
り
の
開
催

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
応
募
が

あ
り
、
ど
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
・

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
は
、「
ヒ
ゲ
の

一
本
一
本
を
細
か
く
描
い
て
、
牛
と
の
ふ

れ
あ
い
を
感
じ
る
」「
子
ど
も
た
ち
の
一

生
懸
命
な
作
品
が
多
か
っ
た
」「
親
し
み

易
い
題
材
で
作
品
数
が
多
い
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
及
び
優
良

賞
の
作
品
は
１
月
の
給
食
週
間
の
ポ
ス

タ
ー
に
な
り
、各
学
校
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
乳
業
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
入
選
以
上
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
ま

す
。（
令
和
４
年
１
月
頃
）

　

少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち

の
「
牛
が
好
き
・
牛
乳
が
大
好
き
！
」
と

い
う
思
い
の
絵
を
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

生
乳
課
）

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」受賞

者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞（
岡
山
県
知
事
賞
）

小
学
生
の
部

　

赤
磐
市
立
山
陽
小
学
校
４
年森　

　

花
音

中
学
生
の
部

　

私
立
清
心
中
学
校
２
年　

渡
邊　

紅
彩

優
秀
賞（
岡
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
）

小
学
生
の
部

　

私
立
朝
日
塾
小
学
校
１
年

脇　

隆
一
郎

　

岡
山
市
立
津
島
小
学
校
２
年

中
学
生
の
部

　

岡
山
市
立
旭
東
中
学
校
１
年大

倉　

彩
矢

　

岡
山
県
立
岡
山
大
安
寺

中
等
教
育
学
校
２
年

山
口　

真
央

　

倉
敷
市
立
味
野
中
学
校
３
年小

橋　

花
恋

宮
田　
　

緒

　

倉
敷
市
立
倉
敷
西
小
学
校３

年

繪
面　
　

彩

　

倉
敷
市
立
玉
島
小
学
校
４
年

榮　
　

美
織

　

新
見
市
立
西
方
小
学
校
５
年

南　
　

千
尋

　

岡
山
市
立
操
明
小
学
校
６
年

上
田　

一
歌

最優秀賞
渡邊紅彩さんの作品

最優秀賞
森　花音さんの作品

審査風景
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遵
守
し
ま
し
ょ
う
！
飼
養
衛
生
管
理
基
準岡山
家
畜
保
健
衛
生
所

は
じ
め
に

　

飼
養
衛
生
管
理
基
準
と
は
、
家
畜
の
所

有
者
が
家
畜
の
飼
養
に
係
る
衛
生
管
理
の

方
法
と
し
て
守
る
べ
き
基
準
を
定
め
た
も

の
で
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
十
二
条
の

三
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
有
者
は
、

飼
養
す
る
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予

防
及
び
ま
ん
延
防
止
に
対
す
る
責
任
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

牛
の
飼
養
衛
生
管
理
基
準
は
令
和
２
年

６
月
30
日
付
け
で
改
正
さ
れ
、
一
部
を
除

い
て
同
年
10
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
中
で

も
特
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
３
つ
の

事
項
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

衛
生
管
理
区
域
を
設
け
る

　

病
原
体
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
衛
生
管
理
区
域
を
適
切
に
設
定
し
、

出
入
り
の
際
の
消
毒
や
野
生
動
物
の
侵
入

防
止
対
策
の
実
施
等
が
重
要
で
す
。
衛
生

管
理
区
域
と
は
一
般
的
に
、
畜
舎
や
そ
の

周
辺
の
飼
料
タ
ン
ク
、
飼
料
倉
庫
及
び
生

乳
処
理
室
等
を
含
む
区
域
で
す（
図
１
）。

　

衛
生
管
理
区
域
と
そ
れ
以
外
の
境
界

は
、
柵
、
塀
等
の
物
理
的
な
障
壁
、
崖
等

の
自
然
の
障
壁
の
ほ
か
、
ロ
ー
プ
ま
た
は

消
石
灰
帯
等
に
よ
り
従
事
者
等
が
明
確
に

認
識
で
き
る
よ
う
に
区
分
す
る
必
要
が
あ

服
・
靴
を
履
き
替
え
、
病
原
体
を
拡
散
さ

せ
な
い
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

車
両
の
出
入
り
の
際
は
消
毒
ゲ
ー
ト
や

噴
霧
器
等
を
用
い
て
消
毒
し
て
く
だ
さ
い

（
図
３
）。
乗
務
員
が
区
域
内
で
降
車
す

る
場
合
は
農
場
専
用
の
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
や

ブ
ー
ツ
カ
バ
ー
の
使
用
等
に
よ
り
、
車
内

に
お
け
る
交
差
汚
染
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
人
工
授
精
師
及
び
飼
料
運
搬
業
者

等
、
外
部
事
業
者
が
衛
生
管
理
区
域
に
出

入
り
す
る
際
も
着
替
え
や
消
毒
等
を
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

衛
生
管
理
記
録
の
作
成
・
保
管

　

家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
の
感
染

ル
ー
ト
の
早
期
特
定
の
た
め
、
次
に
掲
げ

り
ま
す
（
図
２
）。
入
口
付
近
に
は
「
関

係
者
以
外
立
入
禁
止
」
の
看
板
を
設
置
し

不
要
な
立
ち
入
り
を
制
限
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

衛
生
管
理
区
域
内
に
立
ち
入
る
場
合
、

入
口
付
近
で
手
指
の
洗
浄
及
び
消
毒
を
行

い
、
専
用
の
衣
服
の
着
用
と
靴
の
履
き
替

え
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
衣
服
及
び

靴
の
上
か
ら
着
用
す
る
防
護
服
や
ブ
ー
ツ

カ
バ
ー
を
含
む
）。
更
衣
・
靴
の
履
き
替

え
の
た
め
の
設
備
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

区
域
外
へ
出
る
際
も
手
指
の
消
毒
や
衣

る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
最
低

１
年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

●
衛
生
管
理
区
域
に
立
ち
入
っ
た
者
（
農

場
の
従
事
者
を
除
く
）
の
記
録

・
立
入
年
月
日

・
氏
名
及
び
住
所
ま
た
は
所
属

・
立
入
目
的

・
消
毒
の
実
施
の
有
無
（
消
毒
の
実
施
の

記
録
は
、
衛
生
管
理
区
域
の
出
入
口
等

に
台
帳
を
設
置
し
記
入
す
る
）

・
過
去
一
週
間
以
内
の
海
外
滞
在
期
間
及

び
国
ま
た
は
地
域
名

・
当
該
国
ま
た
は
地
域
で
の
畜
産
関
係
施

設
へ
の
立
入
の
有
無
（
図
４
）

※
観
光
牧
場
等
の
不
特
定
多
数
の
者
が
立

ち
入
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
施
設
で

は
、
衛
生
管
理
区
域
の
出
入
口
で
の
消

毒
等
、
病
原
体
の
持
ち
込
み
及
び
持
ち

出
し
防
止
の
規
則
を
あ
ら
か
じ
め
作
成

図１　衛生管理区域の例

図３　車両消毒ゲート

図２　コーンを用いた区分
（農林水産省ホームページより）
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し
、
家
畜
防
疫
員
が
適
切
で
あ
る
と
確

認
し
た
場
合
に
は
記
録
は
不
要
で
す
。

●
所
有
者
や
従
業
員
の
海
外
へ
の
渡
航
に

関
す
る
こ
と

・
滞
在
期
間
及
び
国
ま
た
は
地
域
名

●
家
畜
の
導
入
、
出
荷
ま
た
は
移
動
に
関

す
る
こ
と

・
導
入
（
出
荷
ま
た
は
移
動
）
し
た
家
畜

の
種
類
、
頭
数
、
健
康
状
態

・
導
入
元
（
出
荷
ま
た
は
移
動
先
）

・
導
入
（
出
荷
ま
た
は
移
動
）
年
月
日

●
飼
養
頭
数
、
月
齢
及
び
家
畜
の
異
状
の

で
の
飼
育
禁
止

⑧
野
生
動
物
の
衛
生
管
理
区
域
内
へ
の
侵

入
防
止

⑨
農
場
に
お
け
る
防
疫
の
た
め
の
更
衣

⑩
手
指
・
靴
・
車
両
等
の
洗
浄
及
び
消
毒

方
法
、
消
毒
薬
の
種
類
、
作
用
時
間
及

び
乾
燥
時
間
等

　

作
成
に
当
た
っ
て
可
能
な
限
り
図
や
写

真
等
を
用
い
て
、
全
従
業
員
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
規
定
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
従
業
員
や
外
部
事
業
者
へ
の
周

知
の
た
め
冊
子
の
配
布
及
び
看
板
の
設
置

等
を
お
願
い
し
ま
す
（
図
５
）。

有
無

・
異
状
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
症
状
、
獣

医
師
に
よ
る
診
察
結
果
及
び
投
薬
等
の

処
置
状
況

●
家
畜
保
健
衛
生
所
、
担
当
獣
医
師
等
か

ら
の
指
導
内
容

飼
養
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
従

事
者
へ
の
周
知
徹
底（令

和
４
年
２
月
施
行
）

　

農
場
で
実
施
し
て
い
る
衛
生
対
策
の
手

順
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
飼
養
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。
従

業
員
が
お
ら
ず
、
所
有
者
の
み
で
管
理
し

て
い
る
農
場
で
も
作
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

飼
養
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
次
の

10
項
目
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

①
農
場
以
外
で
の
動
物
の
飼
養
及
び
狩
猟

に
お
け
る
禁
止
事
項

②
海
外
渡
航
時
及
び
帰
国
後
の
注
意
事
項

③
海
外
か
ら
の
肉
製
品
の
持
ち
込
み
（
郵

便
物
に
よ
る
持
ち
込
み
を
含
む
）
に
関

す
る
注
意
喚
起

④
農
場
内
へ
の
不
適
切
な
物
品
の
持
ち
込

み
の
禁
止

⑤
可
能
な
限
り
、
工
具
、
機
材
等
を
農
場

内
へ
持
ち
込
ま
な
い
た
め
の
取
り
組
み

⑥
持
ち
込
む
工
具
、
機
材
、
食
品
等
の
取

り
扱
い

⑦
猫
等
の
愛
玩
動
物
の
衛
生
管
理
区
域
内

　

作
成
後
も
自
己
点
検
や
担
当
獣
医
師
等

に
よ
る
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
、
随
時
更
新

を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
農
林
水
産
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
飼
養
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
ひ
な
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
作
成
の
際
は
参
考
に
し
て
み
て
く
だ

さ
い
（
図
６
）。

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/
syouan/douei/katiku_yobo/k_
shiyou/attach/pdf/index-168.pdf

　

今
回
、
特
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

飼
養
衛
生
管
理
基
準
に
つ
い
て
、
簡
単
に

解
説
し
ま
し
た
。
今
一
度
、
飼
養
衛
生
管

理
基
準
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ご
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
お
近
く
の
家
畜
保
健
衛
生

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図４　記録表例

図５　車両の消毒方法を示した看板

図６　飼養衛生管理マニュアル例
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Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
コ
ラ
ム「
子
牛
の
管
理
に
つ
い
て
」

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

亀
岡　

祐
斗

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

暑
い
時
期
も
す
っ
か
り
過
ぎ
去
り
、
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
気
温
の
低
下
し
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
改
め
て
、
出
生
後
の

子
牛
の
管
理
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

子
牛
が
小
さ
い
う
ち
は
固
形
飼
料
を
ほ

と
ん
ど
食
べ
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
ミ
ル
ク

や
代
用
乳
で
栄
養
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
点
で
、
子
牛
は
ス
タ
ー
タ
ー
＝

飼
料
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
栄
養
（
特
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
補
う
た
め
に
摂
取
量
を

増
や
し
て
い
き
ま
す
。
子
牛
が
離
乳
す
る

と
、
そ
れ
ま
で
ミ
ル
ク
か
ら
供
給
さ
れ
て

い
た
栄
養
素
を
補
お
う
と
し
、
固
形
量
の

摂
取
量
が
劇
的
に
増
加
し
、
反
芻
獣
へ
と

い
た
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
牛
が
最
初
に
口
に
す
る
食
糧

は
母
牛
か
ら
最
初
に
供
給
さ
れ
る
の
が
初

乳
で
す
。

　

出
生
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
今
一
度
確

認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
生
時
の
管
理
に
つ
い
て

①
呼
吸
の
管
理

　

生
ま
れ
た
直
後
必
ず
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。呼
吸
が
な
い
場
合
、胸
部
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
蘇
生
法
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
生
直
後
の
状
態
ス
コ
ア
シ
ー
ト
（
酪

へ
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
乳
抗
体
の

吸
収
効
率
が
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、
上
記
の
３
つ
の
作
業

が
終
了
し
た
時
点
で
、
清
潔
で
乾
燥
し
た

カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
や
子
牛
ペ
ン
に
移
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑤
初
乳
の
給
与

　

免
疫
抗
体
を
持
た
ず
に
生
ま
れ
て
く
る

子
牛
は
、初
乳
か
ら
抗
体
（
主
に
Ｉ
ｇ
Ｇ
）

を
吸
収
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
出
生

直
後
、
子
牛
の
小
腸
は
抗
体
を
そ
の
ま
ま

の
形
で
（
消
化
せ
ず
に
）
吸
収
す
る
能
力

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
吸

収
能
力
は
時
間
が
経
つ
に
従
っ
て
低
下
し

て
い
き
、
生
後
24
時
間
経
過
す
る
と
、
そ

の
能
力
は
殆
ど
消
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

新
生
子
牛
の
免
疫
機
能
は
初
乳
に
含
ま
れ

る
免
疫
抗
体
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま

す
。
初
乳
計
や
糖
度
計
を
使
用
し
て
初
乳

の
質
を
確
認
し
、
免
疫
抗
体
を
多
く
含
ん

だ
良
質
な
初
乳
（
初
乳
１
㎖
当
た
り
、
Ｉ

ｇ
Ｇ
50
㎎
以
上
）
を
出
生
後
で
き
る
限
り

早
く
十
分
量
飲
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

初
乳
は
子
牛
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
一
方
、
病
原
菌
類
の
感
染
源

に
も
な
り
得
ま
す
。
衛
生
的
な
環
境
で
の

搾
乳
・
保
管
や
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ザ
ー
の
活

用
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
て
く
だ
さ

農
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９
の
付
属
資
料
）
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
消　

毒

　

臍
（
へ
そ
）
と
そ
の
周
辺
を
７
％
の
ポ

ピ
ド
ン
ヨ
ー
ド
（
イ
ソ
ジ
ン
）
で
徹
底
的

に
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
細
菌
が
臍
帯

部
か
ら
体
内
に
侵
入
す
る
と
疾
病
リ
ス
ク

が
一
気
に
高
ま
る
た
め
、
消
毒
は
重
要
で

す
。

③
羊
水
の
拭
き
取
り
と
、
体
を
乾
か
す

　

健
康
な
状
態
で
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
で

も
出
生
直
後
に
体
温
が
１
℃
さ
が
り
、

難
産
で
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
は
体
温
が

３
℃
以
上
さ
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（D
avis and D

rackley, 1998

）
羊
水

で
濡
れ
て
い
る
体
で
は
特
に
顕
著
で
、
特

に
寒
冷
期
で
は
子
牛
の
生
命
に
係
わ
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
出
生
後
は
直
ぐ
に

清
潔
な
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
で
羊
水
を
拭
き

取
り
、
体
を
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

拭
き
取
る
行
為
に
よ
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
効

果
に
よ
る
血
流
の
向
上
や
、
胎
便
排
泄
を

促
す
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

④
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
や
子
牛
ペ
ン
へ
の
移
動

　

子
牛
は
、
免
疫
抗
体
を
持
た
ず
に
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
母
牛
と
同
じ

空
間
に
長
時
間
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雑

菌
に
曝
さ
れ
て
し
ま
う
確
率
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
病
原
性
の
雑
菌
が
腸
内

い
。
も
し
も
初
乳
の
品
質
に
問
題
が
あ
り

そ
う
な
場
合
は
、
代
用
初
乳
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
（
全
酪
連
で
は
代
用
初
乳
粉
末

「
グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を

扱
っ
て
お
り
ま
す
）。

哺
育
期
の
管
理

①
水
・
ス
タ
ー
タ
ー
給
与

　

水
は
常
に
新
鮮
な
物
を
飲
め
る
よ
う
に

し
て
お
き
、
ス
タ
ー
タ
ー
は
、
生
後
３
日

目
頃
慣
ら
し
給
与
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

哺
乳
期
間
中
の
子
牛
は
、
栄
養
の
大
半
を

代
用
乳
（
ま
た
は
全
乳
）
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
給
与
開
始
後
し
ば
ら
く
の
間
、
採

食
量
が
少
量
で
も
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
タ
ー
タ
ー
は
、
子
牛
の
栄
養
源
で
も
あ

り
ま
す
が
、
第
１
胃
内
の
微
生
物
が
増

殖
す
る
た
め
の
栄
養
源
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
給
与
は
不
可
欠
で
す
。
離
乳
移
行

期
に
差
し
掛
か
る
頃
か
ら
は
、
採
食
量
が

し
っ
か
り
と
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
の
給
与
は
必
要
で
す
。
常
に
水
を
飲

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
ス
タ
ー

タ
ー
採
食
量
の
上
昇
が
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
哺
乳
後
30
分
は
水
の
給
与
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
は
ミ
ル
ク
を
飲
む

と
、
第
２
胃
溝
（
食
道
溝
）
を
反
射
的
に

閉
じ
（
食
道
溝
反
射
）、
ミ
ル
ク
が
流
入

し
な
い
よ
う
に
第
１
胃
へ
蓋
を
し
ま
す
。
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こ
の
食
道
溝
反
射
は
哺
乳
後
約
30
分
は
継

続
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
哺
乳
直
後
に
水
を
飲
ん
で
し
ま
う

と
、
第
４
胃
内
で
ミ
ル
ク
の
濃
度
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
未
消
化
の
ミ
ル
ク

が
下
部
消
化
管
へ
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
り
と
、
消
化
性
の
下
痢
を
引
き
起
こ
す

要
因
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
水

は
哺
乳
後
最
低
30
分
置
い
て
か
ら
給
与
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

哺
育
初
期
の
内
は
あ
ま
り
水
を
飲
ま
な

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
後
０
日
か
ら
17
日
間
、
水
あ
り
と

な
し
で
比
べ
る
と
、
期
間
中
の
ス
タ
ー

タ
ー
摂
取
量
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
離
乳

後
の
体
高
、
繊
維
消
化
率
、
飼
料
効
率
は

水
あ
り
の
方
が
高
く
、
ま
た
５
ヶ
月
齢

時
点
で
の
体
重
も
重
く
な
っ
た
。
哺
育

初
期
の
水
給
与
は
ル
ー
メ
ン
発
達
に
も

影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ

た
報
告
も
あ
り
ま
す
。（J D

airy Sci. 
2019 Jan;102(1):377-387. doi: 10.3168/
jds.2018-15579. Epub 2018 N

ov８

）

　

ス
タ
ー
タ
ー
の
容
器
で
す
が
、
哺
乳
初

期
か
ら
３
週
齢
ご
ろ
ま
で
は
洗
面
器
な

ど
、
底
の
浅
い
入
れ
物
が
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
容
器
が
浅
い
と
子
牛
が
顔
を
入

れ
て
餌
を
食
べ
る
の
を
怖
が
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
バ
ケ
ツ
よ
り
水
は
け
が
よ
く
乾
き

や
す
い
の
で
、
汚
れ
が
あ
れ
ば
洗
っ
て
風

乾
で
対
応
で
き
ま
す
。

　

３
週
齢
の
理
由
は
、
そ
れ
以
降
の
子
牛

は
い
た
ず
ら
し
洗
面
器
を
ひ
っ
く
り
返
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
で
す
。

②
乾
草
給
与

　

哺
育
期
間
中
の
子
牛
へ
の
乾
草
の
給
与

は
、
栄
養
学
上
は
必
要
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
乾
草
は
、
ル
ー
メ
ン
の
大
き
さ
と

筋
肉
を
発
達
さ
せ
ま
す
が
、
栄
養
吸
収
に

必
要
な
絨
毛
の
発
達
は
そ
れ
ほ
ど
促
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
ル
ー
メ
ン
の
大

き
さ
の
中
で
必
要
な
栄
養
を
摂
る
た
め
に

は
、
乾
草
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
ま

す
。

　

と
は
い
え
昨
今
で
は
、
粗
飼
料
を
少
量

給
与
し
た
方
が
ス
タ
ー
タ
ー
採
食
量
は
増

え
、
そ
れ
に
伴
い
飼
料
効
率
が
向
上
し

ル
ー
メ
ン
pH
の
低
下
も
防
ぐ
と
い
っ
た
報

告
も
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
哺
育
期
に

少
量
の
粗
飼
料
給
与
は
し
た
方
が
良
い

と
い
う
意
見
が
主
流
か
と
思
い
ま
す
。

（J D
airy Sci. 2011 N

ov;94(11):5661-
4. doi: 10.3168/jds.2011-4273.

）

　

ち
な
み
に
、
黒
毛
和
種
に
も
当
て
は
ま

り
、
哺
乳
子
牛
に
少
量
の
粗
飼
料
を
給
与

し
た
方
が
発
育
が
良
い
と
い
う
報
告
が
さ

れ
て
お
り
ま
す
。（
子
牛
の
科
学
：
家
畜

感
染
症
学
会
編
）

寒
冷
ス
ト
レ
ス

　

寒
さ
は
子
牛
の
天
敵
で
す
。
体
の
体
積

（
熱
発
生
源
）に
対
し
て
体
の
表
面
積（
放

熱
面
積
）
が
大
き
い
若
齢
子
牛
は
、
環
境

温
度
が
20
℃
以
下
に
な
る
と
基
礎
代
謝
を

上
げ
て
体
温
を
維
持
す
る
必
要
が
出
て
き

ま
す
。
寒
冷
期
に
保
温
対
策
が
し
っ
か
り

と
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
寒
冷
ス
ト
レ
ス

を
受
け
、
栄
養
失
調
に
よ
る
下
痢
や
肺
炎

な
ど
の
疾
病
な
ど
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

☆
寒
冷
ス
ト
レ
ス
下
に
お
い
て
、
子
牛
が

衰
弱
・
死
亡
す
る
ま
で
の
過
程
（
例
）

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
．１

寒
冷
ス
ト
レ
ス
の
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
し
体
脂
肪
を
使
い
果
た
す

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
．２

病
気
感
染
、
発
熱
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ

ら
に
消
費

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
．３

体
蛋
白
（
最
後
の
栄
養
素
）
を
分
解
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
．４

　

生
命
活
動
維
持
の
難
化

　

寒
い
季
節
も
栄
養
の
生
体
維
持
要
求
量

を
充
足
さ
せ
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
発
育

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

寒
冷
期
は
哺
乳
量
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
気
温
が
10
℃
低
下
す
る
ご
と
に
哺
乳

量
（
粉
体
量
で
は
な
く
、
溶
解
後
の
ミ
ル

ク
）
を
10
％
増
や
し
て
管
理
し
ま
す
。
し

か
し
、
要
求
量
は
増
え
て
も
一
度
に
飲
め

る
量
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
飲
ま
せ

る
た
め
に
は
回
数
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
手
間
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
り
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
さ
せ
た
り
な
ど
の
保
温
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

全
酪
連
で
も
、
子
牛
用
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

（
モ
ー
ベ
ス
ト
）
な
ど
の
寒
冷
対
策
製
品

を
扱
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
全

酪
連
ス
タ
ッ
フ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

暖
か
く
保
ち
、

ミ
ル
ク
を
た
く
さ
ん

飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

ラ
ク
ト
ク
ラ
イ
ン
仮
説

　

ラ
ク
ト
ク
ラ
イ
ン
仮
説
と
は
、
初
乳
や

乳
に
含
ま
れ
る
母
牛
由
来
の
ラ
ク
ト
ク
ラ

イ
ン
因
子
（
特
定
の
何
か
と
は
明
確
で
な

く
、
ホ
ル
モ
ン
や
成
長
因
子
な
ど
）
が
そ

の
後
の
生
産
性
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
、
と
い
っ
た
仮
説
の
こ
と

で
す
。

　

近
年
、
初
乳
の
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
側
面
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
初

乳
中
の
成
長
因
子
や
ホ
ル
モ
ン
が
新
生
子

牛
の
成
長
と
発
達
に
必
須
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
試
験

も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
表
で
は
、
初
乳
給
与
２
Ｌ 

vs
４
Ｌ
で
の
試
験
結
果
（
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ

ス
種
）
を
示
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
４
Ｌ
給
与
し
た
際
は

２
Ｌ
給
与
し
た
場
合
と
比
べ
３
０
５
日
乳

量
が
1
産
で
約
１
０
０
０
㎏
、
2
産
で
約

１
６
０
０
㎏
増
加
し
た
そ
う
で
す
。

　

コ
ー
ネ
ル
大
学
で
も
、
同
様
の
再
現
試

験
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
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場
合
、
清
潔
な
環
境
で
子

牛
の
体
を
拭
く
こ
と
に
よ

る
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
で
胃

腸
の
動
き
が
活
発
化
し
て

貯
留
し
た
羊
水
を
拡
散
さ

せ
、
ま
た
、
呼
吸
と
血
液

循
環
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
飲
み

が
悪
く
て
も
根
気
強
く
数

回
に
分
け
て
、
必
要
量
は

給
与
し
て
く
だ
さ
い
。
ど

う
し
て
も
飲
ま
な
い
場
合

は
、食
道
カ
テ
ー
テ
ル（
ス

ト
マ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
）
を

使
用
し
て
強
制
的
に
給
与

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
誤
っ
て
肺
へ
入
れ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

　

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
本

会
代
用
初
乳
の
グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ミ

ア
ム
が
現
在
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
で

す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
：
期
間
中
（
11
月

〜
12
月
）、
注
文
い
た
だ
い
た
グ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム
1
箱
当
た
り
「
モ
ー

ベ
ス
ト
１
着
」
及
び
「
す
こ
や
カ
プ
セ
ル

10
粒
添
付
」。

　

グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム
は
サ
ッ

と
溶
け
や
す
く
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
含
有
量
は
70
ｇ

以
上
／
１
袋
と
作
業
性
、
品
質
と
も
に
高

水
準
で
す
。

　

モ
ー
ベ
ス
ト
で
子
牛
の
保
温
を
し
、
寒

さ
対
策
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

産
ん
で
調
子
の
よ
く
な
い
母
牛
、
元
気

の
な
い
子
牛
へ
す
こ
や
カ
プ
セ
ル
を
給
与

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
子
牛
に
１
回
目
の
初

乳
を
２
Ｌ
or
４
Ｌ
し
た
場
合
、
４
Ｌ
給
与

の
子
牛
の
日
増
体
重
は
０
・
08
㎏
、
２
Ｌ

給
与
の
子
牛
で
は
０
・
67
㎏
と
な
り
、

４
Ｌ
給
与
区
が
高
い
日
増
体
重
を
示
し

た
そ
う
で
す
。（Effects of colostrum

 
intake and pre-w

eaning nutrient 
intake on posy w

eaning feed 
efficiency and voluntary feed 
intake.j.D

airy Sci.94,E suppl 1,69

）

　

ま
た
、
初
乳
給
与
量
は
離
乳
時
の
子
牛

の
体
重
に
も
影
響
し
、
給
与
量
が
少
な
い

場
合
ど
ん
な
哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
離

乳
時
体
重
が
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
で
す
。（T

he effects of increased 
m

ilking frequency during early 
lactation on m

ilk yield and m
ilk 

com
position on com

m
ercial dairy 

farm
s.J.dairy.Sci.94.4398-4405

）

初
乳
を
の
ま
な
い

　

難
産
で
生
ま
れ
て
き
た
場
合
、
子
牛
の

吸
飲
力
が
無
か
っ
た
り
、
飲
む
の
を
嫌
が

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
胃
の
中
に

羊
水
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
強
制
的
に
飲
ま
せ
て
も
、
抗
体
吸
収

の
低
下
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
12
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2021.8月）
採卵

予定日中段：交配予定種雄牛 評価
種別 指数名 数値 ％

順位下段：改良の方向性
ＯＡＣ　キアリス　ハイヌーン　キルア　キヤロツトＫ　ＥＴ

（コスモポリタン）
1354972012

GPI

総合指数　　 3297 1

12／23

産乳成分　　 2868 1
交配予定♂：ジエノソース　キヤプテン　ＥＴ（仮）（ヤングサイアー） 耐久性成分　 379 3
キルアは輸入卵産子キアリスの子になり、母を凌ぐ高いゲノミック評価値を持つ牛で
す。繁殖形質はやや下がりますが、在群能力・泌乳持続性が高く、長命連産効果は１％
以内に入ります。今回、ヤングサイアーの中で期待されるキャプテンを交配すること
で、さらなる高ゲノミック牛を目指します（キャプテンはAlic事業対象外です）。

疾病繁殖成分 50 33
乳代効果　　 155935 1
長命連産効果 120969 1

ＯＡＣ　キヤメロン　フラツグ　キヤリー　チヤシテイ　ＥＴ
（チャシティ）

1546371500

GEBV

総合指数　　 1846 2

12／23

産乳成分　　 1592 3
交配予定♂：ウエストコースト　アルコーブ　ＥＴ（加LPI第１位） 耐久性成分　 21 53
キャリーは輸入卵産子キャメロンの子で、チャシティの系統です。この系統は鋭角性・
高さは中庸で、若々しく見える牛が多いようです。またキャリーは体細胞スコア・繁殖
形質・泌乳持続性に優れ、楽に管理ができる印象があります。今回、アルコーブを交配
し、直飛・後乳頭配置等を補正しつつ、産乳成分がより高まることを期待しています。

疾病繁殖成分 233 1
乳代効果　　 84399 8
長命連産効果 86520 2

ＯＡＣ　ジユリエツト　ブルーマスター　ジータ
（ジュリエット）

1378071128

GEBV

総合指数　　 2147 1

12／23

産乳成分　　 1783 2
交配予定♂：ハートジエンリー　リチヤード　チヤール　ＥＴ（米TPI第１位） 耐久性成分　 194 18
ジータは北海道導入牛ジュリエットの子になります。ジー
タの特徴はほぼ全ての形質で優れていることです。今回も
全米１位のチャールを交配し、バランスの良さを維持しな
がら、より優れた産子が誕生することを期待しています。

疾病繁殖成分 170 3
乳代効果　　 58913 19
長命連産効果 101910 1

ＯＡＣ　シヤーレツテイ　フエドラ　シヤロン　ＥＴ
（シヤーレツテイ）

1600872141

GPI

総合指数　　 1974 2

12／23

産乳成分　　 2084 1
交配予定♂：ピーク　アルタ　ゴープロ　ＥＴ（米TPI第２位） 耐久性成分　 -152 87
シャロンは北海道導入牛シャーレッティの子です。この系統は抜群の泌乳持続性や産乳
成分値がありながら、体細胞スコアは低く、安定して多くの乳量を出すにはうってつけ
の一頭です。一方で、産次とともに乳器底面がやや降下するものが多い印象のため、今
回、ゴープロを交配し、産乳量を維持しつつ、付着・懸垂等の改良を目指しています。

疾病繁殖成分 42 37
乳代効果　　 105590 3
長命連産効果 59638 10

ＯＡＣ　エロイ　フラツグ　エレン　ＥＴ
（シーレイ）
1378071241

GEBV

総合指数　　 801 25

12／23

産乳成分　　 416 44
交配予定♂：パインツリー　バーリー　ＥＴ（米TPI第８位） 耐久性成分　 157 24
エレンは平均的な産乳成分値であるものの、小柄な体型、搾りやすい
乳器、体細胞スコアの低さ、空胎日数の短さ、暑熱耐性など、管理の
しやすさが売りの１頭です。今回、中庸サイズで飼料効果や受胎指数
の高いバーリーにより、管理のしやすさを追求した交配をしています。

疾病繁殖成分 228 1
乳代効果　　 -32338 83
長命連産効果 56889 11

※色は上位20％以内を示します。
※EBV：推定育種価、GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみの評価です。
※GPI評価の％順位は比較のため、換算表を用いてEBVの％順位に換算しています。

　

12
月
の
採
卵
計
画

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や

よ
り
詳
細
な
情
報
が

必
要
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の

評
価
を
牛
群
検
定
成

績
か
ら
行
う
た
め
、

検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定

日
や
交
配
予
定
種
雄

牛
は
牛
の
体
調
等
に

よ
り
、
急
遽
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
願
い
ま

す
。

　

１
月
の
採
卵
は
21

日
㈮
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
ご
意
見
あ
り
ま
し

た
ら
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

私
の
最
近
の
趣
味
は
、
野
菜
を
育
て

る
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、
こ
の
５
月

か
ら
始
め
た
ば
か
り
で
、
ト
マ
ト
も
茄

子
も
ろ
く
に
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏

の
終
わ
り
か
ら
早
め
に
始
め
た
秋
冬
野

菜
の
支
度
も
、
い
ざ
苗
を
植
え
て
は
害

虫
に
食
さ
れ
た
り
、
防
虫
用
の
不
織
布

ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
も
時
す
で
に
遅
し

…
青
虫
の
楽
園
を
作
っ
て
し
ま
い
せ
っ

か
く
大
き
く
な
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
…

涙
。

　

悪
戦
苦
闘
の
日
々
真
っ
最
中
で
、
失

敗
も
勉
強
と
言
い
聞
か
せ
て
お
り
ま

す
。

　

最
初
は
、
市
販
の
培
養
土
に
酪
農
家

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
堆
肥
を
異
常
な

ま
で
に
投
入
し
、
生
育
不
良
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

　

土
は
白
い
パ
レ
ッ
ト
で
、
そ
こ
に
肥

料
で
色
付
け
る
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す

ね
。
日
々
、
農
チ
ュ
ー
バ
ー
や
雑
誌
、

聞
き
込
み
で
知
恵
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

野
菜
を
育
て
て
い
て
感
じ
る
の
は
、

【
観
察
→
推
測
→
処
置
】
の
繰
り
返
し

で
、
生
育
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と

で
す
。
土
作
り
・
水
や
り
・
追
肥
・
防
虫
・

摘
葉
・
摘
芯
等
。
処
置
が
、
適
正
で
あ

れ
ば
、
目
に
見
え
て
元
気
に
な
り
、
間

違
っ
て
い
れ
ば
逆
効
果
。
一
つ
の
事
柄

で
も
、
考
え
ら
れ
る
要
因
は
複
数
あ
り

ま
す
。
経
験
が
な
い
私
は
、
一
つ
一
つ

探
り
探
り
対
処
し
て
い
ま
す
。

　

植
物
も
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
す
れ
ば

葉
が
引
き
締
ま
り
固
く
な
り
菌
の
侵
入

を
防
ぐ
な
ど
牛
を
飼
っ
て
い
な
い
私

が
、
酪
農
家
の
皆
様
の
お
話
を
お
伺
い

す
る
中
で
共
通
す
る
点
を
少
な
か
ら
ず

感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
自
分
の
仕
事

に
お
い
て
も
共
通
点
を
感
じ
ま
し
た
。

お
話
を
お
聞
き
し
、
相
手
の
気
持
ち
に

な
っ
て
考
え
て
み
て
自
分
な
ら
ど
う
す

る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
提
案
す
る
。
問

題
は
先
延
ば
し
せ
ず
、
な
る
べ
く
早
い

う
ち
に
手
を
打
つ
。「
わ
か
っ
て
は
い

る
が
、
中
々
…
」
と
の
闘
い
で
す
。
経

験
を
積
み
、
い
つ
か
野
菜
も
牛
も
人
も

『
コ
ツ
』
を
掴
ん
で
、
の
び
の
び
暮
ら

せ
る
生
活
を
提
案
で
き
る
よ
う
精
進
し

ま
す
。

家
庭
菜
園津山

支
所　

花
本　

和
希

備
南
酪
農
青
年
部
の
リ
モ
ー
ト
梨
狩
り

　

備
南
酪
農
青
年
部
で
は
、
9
月

上
旬
に
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
リ
モ
ー
ト
梨
狩
り
と
題
し

ま
し
て
、
梨
を
購
入
し
会
員
に
郵

送
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
予
定
で
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
昨
年
度
に
活
動
が
何
一
つ

実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
年
こ
そ
は
何
が
な
ん
で

も
、
家
族
で
楽
し
め
て
屋
外
で
で

き
る
果
物
狩
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
岡
山
県
で
も
緊
急
事

態
宣
言
、
蔓
延
防
止
等
が
発
令
さ

れ
、
当
初
計
画
し
て
い
た
果
物
狩

り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
も
、
感
染

事
例
の
報
告
が
テ
レ
ビ
で
も
と
り

あ
げ
ら
れ
、
開
催
が
困
難
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
役
員
と
も
話

し
合
い
、
い
ま
流
行
り
の
リ
モ
ー

ト
で
の
開
催
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

牧
場
に
は
、
梨
の
木
は
な
い
け

れ
ど
、
雑
木
ぐ
ら
い
は
あ
り
ま
す
。
家
族

だ
け
で
梨
を
取
っ
て
、
食
べ
、
そ
れ
を
写

真
に
撮
り
、
思
い
出
に
な
れ
ば
と
無
理
や

り
で
す
が
、
リ
モ
ー
ト
梨
狩
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。そ
し
て
、牛
と
梨
と
家
族
が
写
っ

た
写
真
を
送
っ
て
も
ら
い
、
送
っ
て
く
れ

た
方
に
は
、
少
し
で
も
子
ど
も
が
酪
農
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
、
哺
乳
瓶
を

送
り
子
牛
に
乳
を
飲
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

結
果
、「
と
て
も
子
ど
も
が
喜
ん
で
く

れ
た
」「
梨
が
美
味
し
か
っ
た
」
な
ど
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
好
評
で
し

た
。

　

な
ん
だ
か
ん
だ
一
番
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
で
は
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事

報

理

会

告

　

令
和
３
年
９
月
30
日
、
第
２
５
０
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
３
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
３
年
度
８
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

酪
農
中
止
者
に
よ
る
減
資
申
し
込
み
が

１
件
あ
り
、
や
む
な
く
１
件
の
出
資
減
口

の
申
し
込
み
を
承
認
し
た
。

○
全
戸
巡
回
に
つ
い
て

　

全
戸
巡
回
の
日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て

協
議
し
、
決
定
し
た
。

○
未
収
金
利
息
の
免
除
に
つ
い
て

　

公
共
団
体
等
の
未
収
利
息
免
除
を
協
議

し
、
承
認
し
た
。

○
慶
弔
見
舞
金
支
給
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

慶
弔
見
舞
金
支
給
規
程
に
つ
い
て
、
現

状
に
即
し
変
更
す
る
こ
と
を
協
議
し
、
承

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
真
庭
市　

中
山
英
幸
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）
お

か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

び
ほ
く
地
区　

高
梁
市　

上
森　

亨
さ

ん
の
ご
家
族
で
す
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
見

て
い
る
側
も
元
気
を
い
た
だ
け
ま
す
。

　

上
森
牧
場
に
は
、
先
月
、
先
々
月
の
組

合
だ
よ
り
で
高
梁
家
畜
保
健
衛
生
所
掲
載

の
「
Ｓ
Ａ
対
策
で
乳
質
改
善
！
」
ペ
ー
ジ

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
々
と
、

お
か
ら
く
広
報
誌
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

表
紙
の
紹
介

人
　
　
事

退　

職
（
令
和
３
年
10
月
25
日
付
）

　

松
下　

千
春
（
事
業
本
部
生
乳
課
）

退　

職
（
令
和
３
年
10
月
31
日
付
）

　

諏
沢　

昂
亮
（
南
支
所
備
南
事
務
所
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
、
専
門
委
員
会

協
議
事
項
、
お
か
ら
く
20
年
史
作
成
、
実

務
責
任
者
会
議
報
告
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

備
南
酪
農
青
年
部
で
は
、
家
族

の
幸
せ
と
将
来
の
酪
農
の
未
来
に

少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な

活
動
が
で
き
た
ら
と
、
考
え
て
い

ま
す
。

　
（
お
か
ら
く
備
南
地
区
青
年
部

部
長　

難
波
晃
大
）
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生乳販売量（令和３年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和３年度）生乳販売量（令和２年度） 購買取扱数量（令和２年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

９

９
４～９

４～９
９

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５８０,５１１
３,６３３,３３４

７,６２３
４８,７８１
３３７,６１８

,

３１６,７３３
１,８７３,３６２

７,４１４
４６,７６２
８９,０９１

１２３,２８４
８９５,８４０

１１７
１,４３３

１１２,５３９

１４０,４９４
８６４,１２４

９２
５８７

１３６,３５０

103.7 
102.2 
99.2 
99.1 
103.9 

96.3 
98.0 
98.0 
98.4 
86.8 

127.0 
108.5 
307.9 
126.8 
121.5 

104.7 
105.3 
121.1 
107.7 
100.0 

5,306

5,222

7,628

7,702

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
次
年
度
に
向
け
て
の
生
乳

生
産
の
先
行
き
不
安
か
ら
、
道
内
外
と
も
に
初
妊
牛
の
引
き
合
い
は
弱
く
、
平
均
価
格

は
税
込
60
万
２
千
円
（
前
月
比
２
万
３
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
下
牧
に
よ
り
出
回
り
頭
数
が
最
も
多
く
な
る
時
期
と
な
り
、
例

年
で
あ
れ
ば
年
明
け
分
娩
に
移
行
し
引
き
合
い
も
強
ま
っ
て
い
く
時
期
と
な
る
も
の

の
、
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
に
よ
る
不
安
感
は
強
く
、
相
場
は
弱
持
ち
合
い
で
推
移

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

１１月の主な行事
５日　全戸巡回（真庭地区）

８日　定例監事監査（～９日）

10日　全戸巡回（びほく地区）

11日　おからく女性部委員会

12日　全戸巡回（勝英地区）

16日　全戸巡回（西大寺地区）

18日　全戸巡回（津山・建部地区）

20日　牛乳・乳製品料理コンクール

中国地区大会

24日　牛群審査（～12月３日）

25日　管理職会議

30日　全戸巡回（備南地区）
12月

１日　理事会
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